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	１．研究背景・目的

	集中型エネルギー供給システムは，非常時に対応が困難である脆弱性を有することが東日本大震災により，あらわになっている．これに対して，分散型エネルギー供給は，リスクの分散や，エネルギーの需給が比較的柔軟に対応できる供給システムとして期待されている．さらに，小規模な分散型エネルギー供給では，地域の特徴を活かした様々なエネルギー源から多様なエネルギー供給が可能となる．

	またCOP21によるパリ協定では，温室効果ガス排出量削減目標が策定され，再生可能エネルギーの導入拡大が求められている．2018年に策定された第5次エネルギー基本計画においては，水素が将来の二次エネルギーの中心的役割を担うことが期待されている．

	　以上のことを踏まえ，山形県小国町を本研究の対象地とする．冬に雪で孤立集落化する小国町において，日常生活に消費する熱や電気などのエネルギーの確保を目的として，当該地域に賦存している豊富な木質バイオマス資源と地元産業の水素吸蔵合金製造技術を活用した水素サプライチェーンの構築について検討する．木質バイオマスに熱科学的な改質を行い，ガス化しPSA水素精製装置から高純度の水素ガスを製造する構想である．製造した水素を水素吸蔵合金に貯蔵し，これをEVバスで輸送することを想定した．また燃料電池を利用し，供給先の公共施設に電気と熱を同時に提供する．本システムを導入することで，これらの施設における一次エネルギー消費量および温室効果ガス排出量の変化について考察した．

	２．水素サプライチェーンの概要

	/

	図1　水素サプライチェーンの概要

	　/

	図2　 サプライチェーン導入前後の費用変化

	　まだ，従来使用している電気およびLPガスのCO₂排出量は523.7 [トン-CO₂/year]であり、本システム適用後は317.4 [トン-CO₂/year]となるため、39.6 %の

	CO₂排出量削減効果が得られる．　

	/

	図3　年間CO₂排出量の変化


